
 

 

呉港定期航路誘致検討協議会（第１回） 
 

 

１ 協議会概要 

日時 令和２年８月３日（月） １３：００～１５：００ 

  場所 呉市役所 ７Ｆ ７５２・７５３会議室 

  内容 （１）協議会の設立について 

     （２）呉市域の物流現況について 

     （３）物流現況を踏まえた対応策（案）について 

 

２ 協議内容 

１）呉市(呉港)の物流現況と課題の整理 

① 運輸業における労働力（長距離ドライバー不足，法規制の強化 等） 

② 貨物輸送の現況 （広島県におけるトラック輸送依存傾向，既存航路のキャパ不

足 等） 

③ 呉 港 の 特 性（広島港とのすみ分け，呉港の利用状況，広港区の優位性 等） 

④ 災害時の対応（豪雨災害での物流状況，海路活用のための定期航路の有効性 

等） 

２）３つの目指すべき方向性 

以下のとおり，目指すべき方向性と対応方針について，満場一致で承認された。 

〔目指すべき方向性〕 

① マンパワーに頼らない輸送体制（大量輸送手段）の構築 

② 多様な物流網の構築によるリダンダンシーの確保 

③ 幅広い企業に利用可能な安価で新たな海上輸送網の形成 

〔対応方針〕 

① 海上輸送の強化（モーダルシフト）の推進 

② 輸送モード 

・航路 内貿航路（呉港⇔関東地方） 

・船舶 RORO船 

・岸壁 阿賀マリノポリスふ頭岸壁 

 

第２回協議会においては，第１回の方向性等を踏まえ，定期航路の誘致効果や就航に

向けた具体的な対応策（必要なソフト･ハード対応等）について，議論をしていただく

予定です。 



〔第１回呉港定期航路誘致検討協議会に関する参考資料〕

１ 当事業の目指すべき方向性

〈物流の現況・課題〉（再掲） 〈目指すべき方向性〉

（１）
マンパワーに頼らない輸送体制

（大量輸送手段）の構築

（２）
多様な物流網の構築による

リダンダンシーの確保

（３）
幅広い企業に利用可能な

安価で新たな海上輸送網の形成

〔Ⅰ〕 輸送モードの選定

・モーダルシフト先の輸送機関



２ 当事業の基本方針

〈目指すべき方向性〉 〈具体的な対応方針〉

（１）
マンパワーに頼らない輸送体制

（大量輸送手段）の構築

（２）
多様な物流網の構築による

リダンダンシーの確保

（３）
幅広い企業に利用可能な

安価で新たな海上輸送網の形成

〔Ⅱ〕 海上輸送モードの選定

〔整理すべき項目〕

②誘致すべき船舶種類（ROROorコンテナorフェリー）
⇒ RORO船

③誘致すべきふ頭岸壁（呉港区 or 広港区）
⇒ 広港区（阿賀マリノポリスふ頭岸壁）

①誘致すべき航路（内貿 or 外貿 ，区間）
⇒ 内貿航路（寄港地：関東地方）

各海上輸送モードのうち，呉港に適した定期貨物航路を
誘致することで，幅広い荷主が利用可能な安価で効率的な
輸送体系を構築するとともに，労働力不足や災害等に対応
する物流網のリダンダンシーの確保を目指す。

〔Ⅰ〕 輸送モードの選定

・トラック輸送 or JR貨物 or 海上輸送
⇒ 海上輸送

〔第１回呉港定期航路誘致検討協議会に関する参考資料〕


